
 

 

大腸内視鏡検査の説明と同意書 
【目的】  

大腸の中を直接観察し、がんやポリープ・潰瘍・炎症などの病気の有無をチェック   

します。病変が疑われた場合、粘膜表面から細胞を取って組織を検査したり、色素で  

染色をしたりして病変を詳しく観察することもあります。 
 

【検査に関するご注意】 

※ 当院では、患者様のご希望により検査を楽に受けていただく目的で鎮静剤を使用 

致します。希望されない場合は、お申し出下さい。 

鎮静剤を使用した場合、検査の後、薬の影響により眠気が残ることがありますので、

しばらくお休みいただきます。当日は、車・バイク・自転車の運転はお避け下さい。 
 

※ 以下にあてはまる方は○をお付け下さい。 

局所麻酔剤アレルギー  心臓病  不整脈  糖尿病  緑内障  前立腺肥大 

妊娠中 授乳中 

※ 血液の凝固に係わる以下のような薬をお飲みの方は○をお付け下さい。 

(ワーファリン・バイアスピリン・バファリン・パナルジン・プレタール・プラビックス) 等 

これらのお薬を中止する場合は自己判断で中止せず、必ず主治医の指示のもと中止して下さい。 
 

※ 腸の洗浄時間には個人差があり、洗浄に時間がかかることがあります。 

   当日は出来るだけ他のご予定を入れないようにして下さい。 

※ 帰宅後腹痛等の検査に伴う症状をお感じになりましたら、下記にご連絡下さい。 

〈駿河台診療所〉０３‐３２１９-１１２１ 
 

【大腸内視鏡検査による偶発症について】 

大腸内視鏡検査の偶発症の頻度は全国集計で０．０６９%（１万件の検査で７件）、出血・

腹痛・穿孔が報告されています。 

また死亡例は０.０００８８%（１００万件で９件）で、その大多数は大腸穿孔による  

ものです。 

当院ではこれらの偶発症が起きないように細心の注意を払い、安全な検査を心がけて 

います。 

万が一、偶発症が起きた場合には速やかに最善の処置を行いますが、緊急入院・手術が

必要となることがあります。 
 

当院の内視鏡検査は日本消化器内視鏡学会の認定専門医が施行し、診断の精度と安全に 

関してのベストを追求しています。 

 

以上の説明をお読みいただき、検査を行うことにご同意いただけましたら、下記にご署名

下さい。 

                                          
 

大腸内視鏡検査の同意書 
 

私は、大腸内視鏡検査に関し、上記説明を理解しましたので実施に同意します。 

   駿河台診療所 殿 
 

   年   月   日  ご署名                

裏面もご記入下さい 



 

  内視鏡検査における各種ご希望について 

下記ご説明をお読みいただいたうえで、必ずご希望する方に〇をおつけ下さい。 

 

鎮静剤の使用 

当院では、内視鏡検査をなるべく苦痛なくお受け頂くため、鎮静剤を使用し検査をしております。一方で鎮静剤

には偶発症の危険（呼吸抑制・血圧低下・徐脈・不整脈・前向性健忘・吃逆・誤嚥・転倒）も指摘されており、      

高齢者や重度の循環器・呼吸器疾患・慢性疾患の患者様では特に注意が必要です。 

鎮静剤使用時にも安全に検査をお受けいただけるよう体制は整えておりますが、状況により緊急処置・入院が  

必要となることがあります。鎮静剤をご希望されない場合はお知らせ下さい。 

⚫ 内視鏡検査時に鎮静剤を       （ 希望する ・ 希望しない ） 

 

生検（病理検査） 

検査中に病変が疑われた場合、病気の性質、良・悪性の診断目的に鉗子で病変の一部をつまみ（生検）、病理検査

を行います。生検を行った場合、止血を確認してから検査を終了いたしますが、出血が止まりにくい場合には追加

の止血処置をすることがあります。 

また後出血の可能性があるため当日は刺激の少ない柔らかい食事とし、飲酒や激しい運動、長湯、旅行はお控え 

いただくこととなります。ご予定がある場合には内視鏡検査のみとし、後日再検査時に生検を行うこともできます。 

＊ 生検・止血処置をした場合は別途費用がかかります。 

 （生検数により異なりますが、3 割負担の方で約 4,000 円～13,000 円です。） 

⚫ 病変が疑われた場合、その場での生検を （ 希望する ・ 希望しない ） 

 

大腸ポリープ切除術（ 大腸内視鏡検査の方のみご記入ください ） 

大腸ポリープ（腺腫）は将来大腸がんへ発達する危険があるため、切除することをお勧めしています。 

しかし、ポリープ切除術では出血や穿孔等の合併症を伴うため、当院ではリスクを最小限に抑えるため 5~10 ㎜

のポリープをその対象とし、それ以上の大きさやリスクの高いものは専門機関にご紹介しております。 

またポリープ切除術を行った場合、止血を確認してから検査を終了いたしますが、帰宅後に後出血の可能性が  

あります。手術当日は刺激の少ない柔らかい食事とし、飲酒や激しい運動、長湯、旅行はお控え下さい。 

＊ ポリープ切除術では別途費用がかかります。 

 （切除数により異なりますが、3 割負担の方で約 13,000 円～19,000 円です。） 

⚫ 病変があった場合、その場での切除を  （ 希望する ・ 希望しない ） 

 

裏面もご記入下さい 


